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連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 4
紀北
きほく

西
にし

道路
どうろ

６工区
こうく

（紀
き

の川
かわ

市域
しいき

）で取
と

り組
く

んだ水文
すいもん

観測
かんそく

調査
ちょうさ

の一工夫
ひとくふう

につ

いて

国営
こくえい

飛鳥
あすか

歴史
れきし

公園
こうえん

事務所
じむしょ

田中
たなか

　元洋
もとひろ

2 5 野洲川
やすがわ

における自転車
じてんしゃ

利用
りよう

促進
そくしん

によ

る地域
ちいき

活性化
かっせいか

について
琵琶湖
びわこ

河川
かせん

事務所
じむしょ 工務課

こうむか

調査課
ちょうさか

○安藤
あんどう

　茂伸
しげのぶ

下川
しもかわ

　晃生
あきお

3 6 奈良
なら

らしい水田
すいでん

を活用
かつよう

した水田
すいでん

貯留
  ちょりゅう

（田
た

んぼダム）の推進
すいしん

について
奈良県
ならけん

中部
ちゅうぶ

農林
のうりん

振興
しんこう

事務所
じむしょ

土地
とち

改良課
かいりょうか

奥村
おくむら

　啓史
ひろふみ

4 9 歩道
ほどう

リニューアルによる商店街
しょうてんがい

活性化
　　かっせいか

に向
む

けた取組
とり　く

みについて
兵庫県
ひょうごけん

加古川
かこがわ

土木
どぼく

事務所
じむしょ

道路
どうろ

第
だい

１課
か

桑原
くわばら

　祥多
しょうた

5 14

新
あら

たな発見
はっけん

！目
め

で見
み

る天ケ瀬
あまがせ

ダム再
さ

開発
いかいはつ

事業
　　じぎょう

～変化
へんか

していく現場
げんば

が一目
ひとめ

でわかるタ

イムラプスカメラ活用術
かつようじゅつ

～

琵琶湖
びわこ

河川
かせん

事務所
じむしょ

工務課
こうむか

安井
やすい

 潤
じゅん

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 2 速効
そっこう

的
てき

な渋滞
じゅうたい

対策
   たいさく

案
   あん

の検討
けんとう

について
京都
きょうと

国道
こくどう

事務所
じむしょ

道路部
どうろぶ

管理
かんり

第
だい

二
に

課
か

道路
どうろ

管理課
かんり　　か

今城
いまじょう

　由貴
よしたか

○西田
にしだ

　拓二
たくじ

2 4 山間部
さんかんぶ

の地
ぢ

すべり地形
ちけい

に配慮
はいりょ

した

ルート決定
けってい

手法
 しゅほう

について

豊岡
とよおか

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

奈良
なら

国道
こくどう

事務
じむしょ

所

工務
こうむ

第
だい

二
 に

課
か

計画課
けいかくか

森
もり

　俊彦
としひこ

○神谷
かみたに

　毅
たけし

3 7
すさみ串本

くしもと

道路
どうろ

事業
じぎょう

における地質
ちしつ

リス

クの試行的
しこうてき

導入
どうにゅう

と調査
ちょうさ

・設計
せっけい

への適用
てきよう

について

紀南
きなん

河川
かせん

国道
こくどう

事務
じむしょ

所 工務
こうむ

第
だい

三
さん

課
か

芝山
しばやま

　功
いさお

4 8 環境
かんきょう

DNAによるヨシ帯
たい

のモニタリング

について

九頭竜川
くずりゅうがわ

ダム統合
とうごう

管理
かんり

事務
じむしょ

所

琵琶湖
びわこ

河川
かせん

事務
じむしょ

所

真名川
まながわ

ダム管理
かんり

支所
ししょ

河川
かせん

環境課
かんきょうか

帰
かえりやま

山　淳
すなお

○後藤
ごとう

　彦幸
ひこゆき

5 17 「瀬田川
せたがわあらいぜき

洗堰堰
せき

桁
けた

配置
はいち

表
ひょう

」から読
よ

み解
と

く設計
せっけい

思想
しそう

・運用
うんよう

方針
ほうしん

について
淀川
よどがわ

河川
かせん

事務所
じむしょ

調査課
ちょうさか

森田一彦
もりたかずひこ

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 10 大気
たいき

腐食
ふしょく

モニタリングセンサによる塗
とそ

装
う

評価
ひょうか

に関
かん

する一
いち

考察
こうさつ 福井県

ふくいけん

工業
こうぎょう

技術
 ぎじゅつ

センター 前田
まえだ

　健児
けんじ

2 13
国道
こくどう

9号
ごう

京都
きょうと

西
にし

共同
きょうどう

溝
 こう

　発進
はっしん

立坑
　たてこう

の

施工
せこう

について

～目
め

に見
み

えない世界
せかい

での工事
こうじ

～

京都
きょうと

国道
こくどう

事務所
じむしょ

株式
かぶしき

会社
 がいしゃ

フジタ　大阪
おおさか

支店
 してん

土木
どぼく

工事部
こうじぶ

○宮本
みやもと

　厚
あつし

河原
かわはら

　正彰
まさあき

3 19 桟橋
さんばし

リニューアル工事
こうじ

における施工
せこう

上
じょう

の工夫
くふう 東洋

とうよう

建設
けんせつ

株
 かぶ

式
  しき

会社
  がいしゃ

大阪
おおさか

本店
 ほんてん ○小西

こにし

　優貴
ゆうき

　坂本
さかもと

　健治
けんじ

4 21 交差点
こうさてん

における交通
こうつう

事故
じこ

対策
たいさく

と効果
こうか

検証
けんしょう

について
兵庫
ひょうご

国道
こくどう

事務所
じむしょ 管理第二課

かんりだいにか

計画課
けいかくか

○太田
おおた

　奈津江
なつえ

本宮
ほんぐう

　有剛
ゆうごう

5 22
橋梁補修
きょうりょうほしゅう

における予防保全
よぼうほぜん

の抱
かか

える

課題
かだい

について

～失敗
しっぱい

から学
まな

んだ教訓
きょうくん

～

兵庫県
ひょうごけん

加古川
かこがわ

土木
どぼく

事務所
じむしょ

兵庫県
ひょうごけん

農政
のうせい

環境部
かんきょうぶ

農林
のうりん

水産
すいさん

局
きょく

道路
どうろ

第
だい

２課
か

治山課
ちさんか

○髙田
たかた

　隆史
たかふみ

 濃野
のうの

　大地
だいち

発表者　所属

発表者　所属

優　秀　賞　（２９課題）

地 域 づ く り ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部 門 発表会場２：第１別館２階２０２共用会議室

調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 部 門 発表会場６：第１別館３階３０４共用会議室

施 工 ・ 安 全 管 理 対 策 部 門 発表会場４：第１別館３階３０２共用会議室

発表者　所属



優　秀　賞　（２９課題）

発表会場７：新館３階Ａ会議室

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 2 「ひょうご橋守
はしもり

隊
たい

」による道
どう

路
ろ

橋
きょう

の安全
あんぜん

で効率
こうりつ

的
てき

な維
い

持
じ

管
かん

理
り

を目
め

指
ざ

して

公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

兵
ひょうご

庫県
けん

まちづくり

技
ぎ

術
じゅつ

センターまちづくり推
すい

進
しん

部
ぶ 市

しちょうけいかく

町計画課
か

岩
いわ

戸
と

　寿明
としあき

2 3 淀川
よどがわ

水系
すいけい

ダム群
ぐん

の特別
とくべつ

防災
ぼうさい

操作
そうさ

につ

いて
淀川
よどかわ

ダム統合
とうごう

管理
かんり

事務所
じむしょ 広域水管理課

こういきみずかんりか

防災
ぼうさい

情報課
じょうほうか

○松岡
まつおか

　一成
かずなり

中村
なかむら

　正樹
まさき

3 10 類似
るいじ

台風
たいふう

検索
けんさく

システムの精度
せいど

向上
こうじょう

に

よるタイムラインへの活用
かつよう

について
紀南
きなん

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

調査課
ちょうさか

東
あづま

　亮佑
りょうすけ

4 16 余部
よべ

管内
かんない

の河川
かせん

維持
いじ

管理
かんり

におけるコ

スト縮減
しゅくげん

の取組
とりく

みの紹介
しょうかい 淀川

よどがわ

河川
かせん

事務所
じむしょ

調査課
ちょうさか

平山
ひらやま

　岳弥
たけや

5 25 湖国
ここく

雪道
ゆきみち

QUICK作戦
さくせん

について 滋賀
しが

国道
こくどう

事務所
じむしょ

管理
かんり

第
だい

二
に

課
か 竹沢

たけざわ

　幸英
ゆきひで

○中川
なかがわ

　裕嗣
ゆうじ

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 4
ドローン「びわコプター」テイクオ

フ！！

滋賀県
しがけん

のi-Constructionの取組
とりくみ

滋賀県
しがけん 東近江

ひがしおうみ

土木
 どぼく

事務
じむしょ

所

道路
どうろ

計画
けいかく

課
か 足立

あだち

　憲悟
けんご

2 10 3次元
じげん

レーザスキャナを搭載
とうさい

したUAV

による地形
ちけい

測量
そくりょう

について
豊岡
とよおか

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

計画課
けいかくか

重岡
しげおか

　知之
ともゆき

3 11 ＩＣＴを活用
かつよう

した排水機
はいすいき

場
じょう

運転
うんてん

支援
しえん

・

不具合
ふぐあい

対応
たいおう

支援
しえん

システムの開発
かいはつ

独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
  ほうじん

水資源
  みずしげん

機構
  きこう

木津
きづが

川
わ

ダム総合
そうごう

管理
かんりしょ

所
高山
たかやま

ダム管理
かんりしょ

所 内田
うちだ

　颯太
そうた

4 13 河川
かせん

縦横断
じゅうおうだん

測量
  そくりょう

におけるALBの活用
かつよう

について
福井
ふくい

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ 河川管理第一課

かせん　かんり　　だいいっか

品質
ひんしつ

確保
 かくほ

課
か

○小川
おがわ

　善史
よしふみ

福岡
ふくおか

　浩史
ひろふみ

5 24 管理
かんり

型
がた

海面
かいめん

処分場
 しょぶんじょう

の利用
りよう

促進
そくしん

のため

の試験
しけん

杭
くい

の打設
だせつ

について
神戸
こうべ

港湾
こうわん

事務
じむ

所
しょ

保全
ほぜん

課
か

上中
うえなか

　一弘
かずひろ

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 11 広報
こうほう

戦略
せんりゃく

ビワゴラスイッチの取
と

り組
く

み

について

琵琶湖
びわこ

河川
かせん

事務所
じむしょ

足羽
あすわ

川
がわ

ダム工事
こうじ

事務所
じむしょ

調査課
ちょうさか

○堂坂
どうざか

　智子
ともこ

今中
いまなか

　静太郎
せいたろう

2 12 福井
ふくい

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

におけるSNS広
こう

報
ほう

の取
と

り組
く

みとその効果
こうか

福井
ふくい

河川
かせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

企画部
きかくぶ

企画課
きかくか

○村岡
むらおか

　宏
ひろし

川島
かわしま

　隆宏
たかひろ

3 14 役
やく

に立
た

つ魅力的
みりょくてき

な土木
どぼく

広報誌
こうほうし

を目指
めざ

して

兵庫県
ひょうごけん

東
ひがし

播磨
　 はりま

県民局
  けんみんきょく

加古川
かこがわ

土木
どぼく

事務所
じむしょ 企画調整担当

きかくちょうせいたんとう

松田
まつだ

　明香
あすか

4 20 建設業
けんせつぎょう

における若手
わかて

人材
じんざい

の確保
かくほ

と育
いく

成
せい 松塚

まつづか

建設
  けんせつ

株式
   かぶしき

会社
    がいしゃ

土木
どぼく

部
ぶ

今西
いまにし

　裕昭
ひろあき

発表者　所属

発表者　所属

発表者　所属

新 技 術 ・ 新 工 法 部 門

行 政 サ ー ビ ス 部 門 発表会３：第１別館２階203共用会議室

防 災 ・ 保 全 部 門

発表会場５：別館３階303共用会議室



連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 8 足羽川
あすわがわ

ダムにおける地域
ちいき

と連携
れんけい

した試
しけ

験
ん

緑化
りょくか

足羽川
あすわがわ

ダム工事
こうじ

事務所
じむしょ

兵庫
ひょうご

国道
こくどう

事務所
じむしょ

工務課
こうむか

用地課
ようちか

岩室
いわむろ

　善和
よしかず

○猪口
いのくち

　未
み

智子
ちこ

2 15
イワダレソウを植

う

えてみました

－住民
じゅうみん

連携
　　れんけい

で取
　と

り組
く

む堤防
ていぼう

維持
いじ

管理
かんり

－

淀川
よどがわ

管内
　かんない

河川
　　かせん

レンジャー 原
はら

　健二
けんじ

連番 No. 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 10
ETC2.0プローブデータを活用

かつよう

した

生活
せいかつ

道路
   どうろ

における安全
あんぜん

対策
  たいさく

の取
と

り組
く

み

の紹介
しょうかい

について

福井河川
ふくいかせん

国道
こくどう

事務所
じむしょ

計画課
けいかくか

武田
たけだ

　英夫
ひでお

○岡部
おかべ

　浩司
ひろし

2 12 足羽
あすわ

川
がわ

ダム水理
すいり

模型
もけい

実験
じっけん

中間
ちゅうかん

報告
　　ほうこく

に

ついて
足羽
あすわ

川
がわ

ダム工事
こうじ

事務所
じむしょ

工務課
こうむか

田中
たなか

　幹
みき

連番 No. 発表者　所属 　氏　　　　　名　　

1 5 トンネル中間
ちゅうかんぶ

部
  

の破
は

砕
さい

帯
たい

に対
たい

する性状
せいじょう

把
　は

握
あく

と効果
こうか

について
奈良
なら

国道
こくどう

事務
じむしょ

所 工務課
こうむか ○村岸

むらぎし

　捺
なつよ

世

加藤
かとう

　翔
しょう

2 12 ビワマスを対象
たいしょう

とした魚道
ぎょどう

の設置
せっち

効果
こうか

につ

いて
滋賀県
しがけん

長浜
ながはま

土木
 どぼく

事務
じむ

所
しょ

河川
かせん

砂防
さぼう

課
か

岩﨑
いわさき

　善之
よしゆき

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 14 南海
なんかい

トラフ巨大
きょだい

地震
じしん

を対象
たいしょう

とした災害
さいがい

対策用
たいさくよう

機械
きかい

の運用
うんよう 近畿

きんき

技術
ぎじゅつ

事務所
  じむしょ

施工調査
せこうちょうさ

・技術
ぎじゅつ

活用課
 かつようか

堀内
ほりうち

　厚志
あつし

2 26 土砂
どしゃ

災害
さいがい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づく区域
くいき

指定
してい

につい

て
大阪府
おおさかふ

河川
かせん

環境
かんきょうか

課
○屋種

やたね

　良一
りょういち

山口
やまぐち

　紗弓
さゆみ

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 12 長大
ちょうだいのりめん

法面における空中
くうちゅうしゃしんそくりょう

写真測量による出
で

来形
きがた

管理
かんり 紀伊

きい

山系
さんけい

砂防
   さぼう

事務
  じむしょ

所 工務課
こうむか

松田
まつだ

　裕也
ゆうや

2 14 大阪
おおさかこくさいくうこう

国際空港B誘導路
　ゆうどうろ

における遮水
しゃすいがた

型

排水性
はいすいせい

舗装
   ほそう

の試験
しけん

施工
せこう

について
新
しん

関西
 かんさい

国際
  こくさい

空港
  くうこう

株式
 かぶしき

会社
  がいしゃ 伊丹

いたみ

空港
くうこう

施設
しせつ

オペレーション部
ぶ

調査
ちょうさ

工事
こうじ

グループ
寺田
てらだ

　ひろみ

連番 No. 　氏　　　　　名　　

1 2 港湾
こうわん

管理
かんり

に係
かか

る局内
きょくない

勉強
  べんきょうかい

会
  

を通
つう

じた職員
しょくいん

スキルの向上
こうじょう

について
港湾
こうわん

空港
くうこう

部
ぶ

港湾
こうわん

管理課
かんりか

横田
よこた

　知幸
ともゆき

2 13 土砂
どしゃ

災害
さいがい

発生
はっせい

地域
ちいき

における小学生
しょうがくせい

を対象
たいしょう

とした防災教育
ぼうさいきょういく

の取
と

り組
く

み
大規模
だいきぼ

土砂
どしゃ

災害
さいがい

対策
 たいさく

技術
 ぎじゅつ

センター 菅原
すがわら

　寛明
ひろあき

奨　励　賞　（１２課題）

地 域 づ く り ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 部 門 発表会場２：第１別館２階２０２共用会議室

調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 部 門 発表会場６：第１別館３階３０４共用会議室

発表者　所属

施 工 ・ 安 全 管 理 対 策 部 門 発表会場４：第１別館３階３０２共用会議室

防 災 ・ 保 全 部 門 発表会場７：新館３階Ａ会議室

新 技 術 ・ 新 工 法 部 門 発表会場５：第１別館３階303共用会議室

行 政 サ ー ビ ス 部 門 発表会３：第１別館２階203共用会議室

発表者　所属

発表者　所属

発表者　所属



１．部門別発表課題数（６部門　１４２課題）

２．機関別発表課題数

３．聴講者数（受付済数）  

区分
日時

※各部門の延べ聴講人数は７，２３７人。

４．特別講演等
１）　「立命館大学　建山和由教授」の特別講演

２）　ＣＰＤＳ認定プログラム（Ｈ２３年度より登録）

合計

整 備 局 　　８４課題

●６月２９日（木）、３０日（金）の２日間に亘って開催されました研究発表会で
は、６部門１４２課題の発表があり、審査の結果、優秀賞２９名、奨励賞１２名を
選定し表彰。
●２９日（木）には「職員の描く近畿のゆめプロジェクト発表会」を開催し、６６件
の応募・提案があり、審査の結果、局長賞２件、副局長賞２件、各部長賞８件を
選定し表彰。
●２日目の特別講演においては、約２６０名の聴講の中、「建設技術の新たな
ステージ　～ i-Construction ～」と題して、立命館大学建山和由教授にご講演
をいただきました。

29日（木）
30日（金）

６６提案

機　　関　　名 課題数

他 省 庁 ・ 自 治 体 　　４１課題
そ の 他 （ 法 人 、 民 間 等 ） 　　１７課題

計 　　１４２課題

一般 整備局

615232

１４２課題

２６課題
２３課題

近畿地方整備局（技術管理課、施工企画課、計画調整課）、神戸港湾空港技術調査事務
所、独立行政法人水資源機構からパネル展示。

合計 418 444 100 49 1,011

１８課題
２６課題
２６課題
２３課題

３）　技術展示

●「建設技術の新たなステージ　～ i-Construction ～」と題して講演。
●多数の聴講者（約２６０名）があった。

　（社）全国土木施工管理技士会連合会の継続学習制度（ＣＰＤＳ）に登録し、２0７名の方
に受講証明を発行。

186 146 46 18 396
298 54 31

研究発表会

職員の描く近畿のゆめプロジェクト発表会
行政サービス部門
新技術・新工法部門
防災・保全部門
施工・安全管理対策部門
調査・計画・設計部門
地域づくり・コミュニケーション部門

自治体 関係機関

平成２９年度 近畿地方整備局研究発表会 実施報告 


